
    毎年１月にネットワーク会員に活動報告

会が開催され、年間の活動状況や今後の

ビジネスプランなどを発表し、会員各々の

スキルアップに繋がっています。また、活動

報告会では、他県の女性農業者組織を迎

えた活動事例の紹介やワークショップが行

われるなど活動の幅を広げています。    
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 県内を３ブロックに分

け、それぞれのテーマに

沿った研修会を実施。県

北ブロックでは、令和５

年９月に、「廃校となった

学校施設の活用事例」

を テ ー マ に、女性 農業

者、鹿 角 市 役 所、鹿 角

地域振興局などが参加

し、五城目町地域活性

化 支 援 セ ン タ ー

（BABAME BASE）の 視

察を行った後、古民家風

施設で各自が持ち寄っ

た農産物の写真撮影研

修会が行われました。 

あきたアグリヴィーナスネットワーク 会員募集!!   

募集対象者：農産加工などの起業活動に意欲のある 県内の女性農業者 

      （林業･水産業を含む） ※年間従事日数６０日以上  

 お問い合わせ先：秋田県農林水産部 農業経済課 担当：大越  

 TEL：018-860-1763 ／ FAX：018-860-3806 Eメール：noukei@pref.akita.lg.jp  

 秋田県内において農産物の直売や加工

等を既に取り組んでいたり、農産加工等に

関心のある女性農業者のみなさんが女性

の感性を活かした起業活動ができるよう情

報交換や交流の場とし

て、令和元年７月に設

立されました。令和５年

10月現在の会員数は

37名となっています。   

あきたアグリヴィーナスあきたアグリヴィーナス  

女性農業者のビジネスチャンスを支援 

あきたアグリヴィーナスネットワーク 

ネットワークとは？ネットワークとは？  

 令和５年11月、仙北

市で農業機械の安全性

確保のための操作スキ

ルアップを目的にセミ

ナーが開催されまし

た。 

 ネットワーク会員や

県内女性農業者、農業

研修センター研修生な

どが参加し、機械メー

カーから座学講習を受

けた後、ほ場で実践が

行われ、耕うん機、ト

ラクタなどの操作方法

とメンテナンスについ

て学びました。 

あきた産デーフェア 

運転技術を学ぶ受講生 

座学講習 

研修会に参加した女性農業者 

活動報告会 

撮影研修会 



令和５年12月発行                                  秋田ニュース                                 Vol.34 

ラズベリーラズベリー    
ブラックベリーブラックベリー

とんぶりとんぶり

じゅんさいじゅんさい

ダリアダリア

キク科で原産地はメキシコ高原。

秋 田 県 オ リ ジ ナ ル 品 種

「NAMAHAGEダリア」を中心に生

産され、作付面積は全国でもトッ

プクラス。 

せりせり花みょうが花みょうが

ホップホップ

セリ科の多年草、日本原産で古くから

食べられている。「競り合う」から名付

けられたと言われている。「三関(みつ

せき)のせり」は湯沢市の特産品。 

アカザ科ホウキギ属の一年草で、ホ

ウキギになる成熟果実を加熱加工し

たもの。すぐれた栄養価や食感から

「畑のキャビア」と呼ばれている。名

前の由来は「唐(とうからきた)ぶりこ

(魚卵)」説が有力。大館市特産品。 

雌花は「毬花」と呼ばれビールの

主要な原料の一つ。香り・苦み・

泡にとって極めて重要で、雑菌の

繁殖を抑える効果がある。国産

品の９割以上は東北で生産され、

秋田県内では横手市が主産地。 

  こごみこごみ          
（くさそてつ）（くさそてつ） きれいな池沼に生息する多年

草、新しい若い茎や葉はゼリー状

の粘液物に覆われ若芽の部分を

収穫する。三種町が主産地。 

ミョウガはショウガ科の多年草

で、食材となるのは花のツボミ部

分、能代・山本地域が主産地。 

多年草シダの一種くさそてつの若芽

で山菜のひとつ。名の由来は、先端

を巻き込んだ姿がこごむ(かがんでい

る)様に見える事からきた説がある。 

りんどうりんどう      
((切り花類切り花類))

リンドウ科の多年生植物で古来よ

り身近な薬草として有名、中山間

地を中心に夏場の冷涼な気候と

水田を活用して生産、「秋田りんど

う」ブランドで主に流通している。 

キイチゴ(バラ科)は、ラズベリー(フ

ランス語はフランボワーズ)とブ

ラックベリーに大別される。 

町の新しい産品を生み出そうと、

2008年に五城目町キイチゴ研究

会が発足、同年に産地化を図ろう

と生産者、県立大学に加えて自治

体や金融機関等が協力し、「あき

たキイチゴ利活用研究会」が作ら

れ、課題解消に取り組んでいる。 


